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論　
　

文大
学
生
の
自
校
史
教
育
に
対
す
る
評
価
と
自
校
認
識
の
変
化
に
関
す
る
考
察小

宮
山　
　

道　
　

夫

は
じ
め
に

　

前
号
に
お
い
て
広
島
大
学
文
書
館
が
提
供
す
る
自
校
史
教
育
授
業
「
広
島
大
学

の
歴
史
」
の
平
成
一
三（
二
〇
〇
一
）年
か
ら
平
成
二
二
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
受

講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
学
生
た
ち
の
自
校
史
教
育
に
対
し
て
抱

く
期
待
や
需
要
に
つ
い
て
分
析
し
た（

１
）。

低
年
次
向
け
の
教
養
教
育
で
選
択
必
修
科

目
と
な
っ
て
い
る
科
目
群
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
広
島
大
学
の
歴
史
」
に
対
し
、
学

生
た
ち
の
受
講
理
由
の
多
く
が
自
身
の
所
属
す
る
広
島
大
学
の
歴
史
に
興
味
を

持
っ
た
こ
と
に
あ
り
、
大
学
構
成
員
の
一
員
と
し
て
の
自
身
の
あ
り
方
を
確
認
す

る
た
め
に
受
講
し
て
い
る
こ
と
が
、
分
析
に
よ
り
明
確
と
な
っ
た
。
そ
し
て
自
身

の
所
属
す
る
、
あ
る
い
は
将
来
的
に
は
母
校
と
な
る
で
あ
ろ
う
広
島
大
学
に
つ
い

て
、「
人
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
し
、「
誇
り
を
持
て

そ
う
だ
か
ら
」
と
、歴
史
を
学
ぶ
こ
と
を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
広

島
大
学
の
歴
史
」
の
よ
う
な
大
規
模
教
室
で
の
講
義
を
学
生
た
ち
は
単
純
に
楽
勝

科
目
と
し
て
興
味
を
示
し
、
受
講
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
点
は
重
要
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
受
講
理
由
を
も
っ
た
学
生
た

ち
に
対
し
、「
広
島
大
学
の
歴
史
」
が
そ
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
前
稿
と
同
様
に
一
〇
年
間
の
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー

タ
を
も
と
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
．
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
方
法
と
回
答
数
に
つ
い
て

　

本
講
義
で
は
、
期
末
レ
ポ
ー
ト
（
平
成
二
二
年
度
の
み
は
期
末
試
験
）
終
了
後

に
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
者
及
び
試
験
受
験
者
に
対
し
任
意
に
よ
る
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー

ジ
を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
平
成
一
三
年
以
来
、
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る（

２
）。

　

受
講
者
各
位

　

半
期
間
の
受
講
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
当
講
義
「
広
島
大
学
の
歴
史
」
は

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
次
年
度
以
降
の
当
講
義
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
ア



― 40―

小宮山道夫　　大学生の自校史教育に対する評価と自校認識の変化に関する考察

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回
答
を

も
と
に
、
講
師
一
同
、
よ
り
一
層
の
授
業
改
善
に
取
り
組
む
予
定
で
す
の
で
、

是
非
ご
協
力
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
内
容
は
、
成
績
評
価
に
対
し
て
プ
ラ
ス
に
作

用
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
に
は
作
用
し
ま
せ
ん
の
で
、
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

以
下
の
設
問
に
お
答
え
下
さ
い（
全
て
必
須
項
目
で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
）。

●
お
名
前
（
記
入
ボ
ッ
ク
ス
）

●
性
別
（
記
入
ボ
ッ
ク
ス
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
記
入
ボ
ッ
ク
ス
）

●
学
部
（
記
入
ボ
ッ
ク
ス
）

●
Ｑ
一
．
講
義
内
容
の
難
易
度
は
い
か
が
で
し
た
か
。［
ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン
］

　
　

�

か
な
り
難
し
か
っ
た［
+2
］　

難
し
か
っ
た［
+1
］　

適
度
だ
っ
た［
０
］

　
　

易
し
か
っ
た［
-1
］　

か
な
り
易
し
か
っ
た［
-2
］

●
Ｑ�

二
．
テ
ー
マ
を
見
て
想
像
し
た
内
容
と
実
際
の
内
容
と
の
関
係
は
い
か

が
で
し
た
か
。（
ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン
）

　
　

期
待
通
り
だ
っ
た［
+2
］　

あ
る
程
度
は
期
待
通
り
だ
っ
た［
+1
］　

　
　

ど
ち
ら
で
も
な
い［
０
］　

あ
ま
り
期
待
通
り
で
な
か
っ
た［
-1
］　

　
　

全
く
期
待
は
ず
れ
だ
っ
た［
-2
］

●
Ｑ
三
．
講
義
内
容
は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
か
。［
ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン
］

　
　

と
て
も
興
味
深
か
っ
た［
+2
］　

興
味
深
か
っ
た［
+1
］　

　
　

ど
ち
ら
で
も
な
い［
０
］　

あ
ま
り
興
味
が
わ
か
な
か
っ
た［
-1
］　

　
　

全
く
興
味
が
わ
か
な
か
っ
た�［
-2
］

●
Ｑ�

四
．
機
材
の
使
用
な
ど
講
義
方
法
に
工
夫
を
感
じ
ま
し
た
か
。［
ラ
ジ

オ
ボ
タ
ン
］

　
　

と
て
も
工
夫
さ
れ
て
い
た［
+2
］　

工
夫
さ
れ
て
い
た［
+1
］　

　
　

ど
ち
ら
で
も
な
い［
０
］　

あ
ま
り
工
夫
さ
れ
て
い
な
か
っ
た［
-1
］　

　
　

全
く
工
夫
さ
れ
て
い
な
か
っ
た［
-2
］

●
Ｑ�

五
．
配
付
も
し
く
は
提
示
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
及
び
資
料
に
満
足
で
き
ま

し
た
か
。［
ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン
］

　
　

と
て
も
満
足
し
た［
+2
］　

満
足
し
た［
+1
］　

ど
ち
ら
で
も
な
い［
０
］

　
　

あ
ま
り
満
足
し
な
か
っ
た［
-1
］　

全
く
満
足
し
な
か
っ
た［
-2
］

●
Ｑ�

六
．
受
講
し
た
こ
と
で
広
島
大
学
に
対
す
る
認
識
は
変
わ
り
ま
し
た

か
。［
ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン
］

　
　

と
て
も
そ
う
思
う［
+2
］　

そ
う
思
う［
+1
］　

ど
ち
ら
で
も
な
い［
０
］

　
　

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い［
-1
］　

全
く
そ
う
思
わ
な
い［
-2
］

●
Ｑ�

七
．
前
項
目
［
Ｑ
六
］
で
回
答
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
具

体
的
に
お
書
き
下
さ
い
。

●
Ｑ
八
．
こ
の
講
義
で
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

●
Ｑ
九
．
こ
の
講
義
で
改
善
す
べ
き
こ
と
は
何
で
す
か
。

●
Ｑ�

一
〇
．
他
の
学
生
に
も
こ
の
講
義
を
勧
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
。［
ラ

ジ
オ
ボ
タ
ン
］

　
　

と
て
も
そ
う
思
う［
+2
］　

そ
う
思
う［
+1
］　

ど
ち
ら
で
も
な
い［
０
］

　
　

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い［
-1
］　

全
く
そ
う
思
わ
な
い［
-2
］

●
Ｑ�

一
一
．
最
も
興
味
深
か
っ
た
講
義
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
お
書
き
下
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さ
い
。

●
Ｑ�

一
二
．
講
義
を
受
け
て
い
て
理
解
で
き
な
か
っ
た
内
容
に
つ
い
て
お
書

き
下
さ
い
。

●
Ｑ�
一
三
．
講
義
で
扱
わ
れ
た
内
容
の
う
ち
、
も
っ
と
知
り
た
か
っ
た
こ
と

を
お
書
き
下
さ
い
。

●
Ｑ�

一
四
．
今
後
開
設
が
望
ま
れ
る
講
義
内
容
（
広
島
大
学
に
つ
い
て
知
り

た
い
こ
と
）
は
何
で
す
か
。

●
Ｑ
一
五
．
広
島
大
学
へ
の
提
言
を
お
書
き
下
さ
い
。

●
Ｑ
一
六
．
そ
の
他
気
づ
い
た
こ
と
、感
想
な
ど
、ご
自
由
に
お
書
き
下
さ
い
。

　

分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
前
稿
と
同
様
に
一
〇
年
間
の
受
講
者
全
一
、八
六
四
人

の
う
ち
、
二
年
次
生
の
み
一
、五
一
八
人
（
一
〇
年
間
の
受
講
者
全
体
の

八
一
・
四
％
）
を
対
象
と
し（

３
）、本

稿
で
は
更
に
該
当
調
査
項
目
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
の
あ
っ
た
一
、二
三
七
人
（
一
〇
年
間
の
受
講
二
年
次
生
全
体
の

八
一
・
五
％
）
の
デ
ー
タ
を
分
析
対
象
と
す
る（

４
）。

　

こ
の
テ
ー
タ
を
も
と
に
学
生
た
ち
が
自
校
史
教
育
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
興
味

を
覚
え
、
受
講
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
充
足
感
を
得
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
な
お
、
学
生
の
文
章
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
算
用
数
字
を
漢
数
字
に
直

す
以
外
は
誤
字
を
含
め
一
切
手
を
加
え
な
か
っ
た
。
但
し
文
章
中
に
「
上
に
述
べ

た
と
お
り
」
な
ど
と
注
記
が
必
要
な
文
章
に
つ
い
て
は
［　

］
を
付
し
て
文
中
に

補
足
し
た
。
文
末
に
〔　

〕
を
付
し
て
所
属
学
部
・
性
別
・
受
講
年
を
示
し
た
。

所
属
学
部
に
つ
い
て
は
以
下
の
略
称
を
用
い
た
。

　
　

�

総
科
：
総
合
科
学
部
、
文
：
文
学
部
、
教
育
：
教
育
学
部
、
法
：
法
学
部
、

経
済
：
経
済
学
部
、
理
：
理
学
部
、
医
：
医
学
部
、
歯
：
歯
学
部
、
薬
：
薬

学
部
、
工
：
工
学
部
、
生
生
：
生
物
生
産
学
部

二
．
講
義
に
対
す
る
数
値
評
価
に
つ
い
て

（
１
）
平
均
値
の
分
析

　

こ
こ
で
は
最
終
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
設
問
一
～
六
お
よ
び
一
〇
の
七
項
目
の

数
値
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
各
項
目
に
つ
い
て
は
、「
Ｑ
一
．
講
義

内
容
の
難
易
度
は
い
か
が
で
し
た
か
。」
を
「
内
容
の
難
易
度
」、「
Ｑ
二
．
テ
ー

マ
を
見
て
想
像
し
た
内
容
と
実
際
の
内
容
と
の
関
係
は
い
か
が
で
し
た
か
。」
を

「
期
待
適
応
度
」、「
Ｑ
三
．
講
義
内
容
は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
か
。」
を
「
興
味

喚
起
度
」、「
Ｑ
四
．
機
材
の
使
用
な
ど
講
義
方
法
に
工
夫
を
感
じ
ま
し
た
か
。」

を
「
講
義
方
法
の
工
夫
」、「
Ｑ
五
．
配
付
も
し
く
は
提
示
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
及
び

資
料
に
満
足
で
き
ま
し
た
か
。」
を
「
資
料
満
足
度
」、「
Ｑ
六
．
受
講
し
た
こ
と

で
広
島
大
学
に
対
す
る
認
識
は
変
わ
り
ま
し
た
か
。」
を
「
認
識
変
化
度
」、「
Ｑ

一
〇
．
他
の
学
生
に
も
こ
の
講
義
を
勧
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
。」
を
「
推
奨
度
」

と
そ
れ
ぞ
れ
表
現
す
る
。

　

ま
ず
は
全
体
表
に
よ
っ
て
概
観
し
た
い
。
表
一
と
図
一
に
年
度
別
の
数
値
評
価

の
推
移
を
示
し
た
。「
内
容
の
難
易
度
」
は
年
度
に
よ
り
正
と
負
の
値
に
と
変
動

が
あ
る
も
の
の
、
振
れ
幅
も
〇
・
二
二
と
小
さ
く
全
体
平
均
で
も
〇
・
〇
三
と
わ
ず

か
に
難
し
い
程
度
に
収
ま
る
な
ど
、
選
択
必
修
の
低
年
次
教
育
と
し
て
は
適
切
な

難
易
度
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る（

５
）。「

期
待
適
応
度
」「
興
味
喚
起
度
」「
講

義
方
法
の
工
夫
」「
推
奨
度
」
の
四
項
目
は
、
振
れ
幅
が
〇
・
四
～
〇
・
五
と
他
に
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比
べ
て
大
き
く
、「
講
義
方
法
の
工
夫
」
を
除
く
と
評
価
が
連
動
し
て
い
る
よ
う

に
も
見
て
取
れ
る
。
高
い
値
で
推
移
し
て
い
る
の
が
「
認
識
変
化
度
」
で
あ
り
、

全
体
平
均
で
一
・
一
九
の
評
価
を
得
て
い
る
。
こ
の
た
め
本
稿
に
お
い
て
は
こ
の

「
認
識
変
化
度
」
に
特
に
着
目
し
て
い
る
。

　

授
業
に
対
す
る
評
価
に
関
し
て
受
講
者
の
成
績
が
関
係
す
る
か
ど
う
か
を
調
べ

た
の
が
表
二
の
受
講
者
成
績
別
数
値
評
価
（
平
均
値
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば

成
績
が
良
い
ほ
ど
「
期
待
適
応
度
」「
興
味
喚
起
度
」「
資
料
満
足
度
」「
推
奨
度
」

な
ど
が
や
や
高
め
に
出
る
こ
と
が
把
握
で
き
る
が
、
単
位
を
落
と
し
た
受
講
者
も

そ
れ
ぞ
れ
高
く
出
る
項
目
も
あ
り
、
一
概
に
は
判
断
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
あ
く

ま
で
参
考
で
あ
る
が
、成
績
Ｓ
（
秀
）・
Ａ
（
優
）・
Ｂ
（
良
）・
Ｃ
（
可
）・
Ｄ
（
不

年度 回答数 内容の
難易度

期待
適応度

興味
喚起度

講義方法
の工夫

資料
満足度

認識
変化度 推奨度

2001 21 0.00� 1.00� 0.71� 0.33� 0.67� 1.19� 0.81�
2002 15 0.00� 0.87� 0.73� 0.27� 0.53� 1.13� 0.87�
2003 55 -0.11� 1.11� 1.27� 0.44� 0.62� 1.38� 1.16�
2004 47 0.02� 1.17� 1.23� 0.79� 0.77� 1.43� 1.15�
2005 33 -0.09� 0.79� 0.91� 0.67� 0.55� 1.12� 0.91�
2006 64 -0.14� 1.00� 1.03� 0.72� 0.69� 1.16� 1.00�
2007 55 -0.07� 0.85� 1.11� 0.58� 0.56� 1.18� 0.98�
2008 123 -0.05� 0.98� 0.85� 0.60� 0.74� 1.28� 0.89�
2009 408 0.08� 0.75� 0.79� 0.54� 0.63� 1.14� 0.77�
2010 416 0.07� 0.72� 0.75� 0.44� 0.48� 1.17� 0.86�
合計 1,237 0.03� 0.82� 0.85� 0.53� 0.59� 1.19� 0.87�

表１　最終アンケート数値評価（平均値）の推移

表２　最終アンケートの受講者成績別数値評価（平均値）

図１ 最終アンケート数値評価（平均値）の推移

成績評価 回答数 内容の難易度
期待
適応度

興味
喚起度

講義方法
の工夫

資料
満足度

認識
変化度 推奨度

Ｓ（秀） 184 0.01� 0.85� 0.91� 0.52� 0.64� 1.16� 0.87�
Ａ（優） 583 0.01� 0.88� 0.90� 0.56� 0.64� 1.24� 0.94�
Ｂ（良） 345 0.04� 0.77� 0.75� 0.49� 0.53� 1.13� 0.78�
Ｃ（可） 100 0.02� 0.63� 0.78� 0.50� 0.43� 1.12� 0.76�
Ｄ（不可） 25 0.36� 0.72� 0.80� 0.36� 0.60� 1.20� 0.92�
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年度 +2 +1 0 -1 -2 回答数

2001 2 8 7 3 1 21
9.5% 38.1% 33.3% 14.3% 4.8% 100.0%

2002 1 5 6 3 0 15
6.7% 33.3% 40.0% 20.0% 0.0% 100.0%

2003 2 26 21 6 0 55
3.6% 47.3% 38.2% 10.9% 0.0% 100.0%

2004 7 24 15 1 0 47
14.9% 51.1% 31.9% 2.1% 0.0% 100.0%

2005 4 15 13 1 0 33
12.1% 45.5% 39.4% 3.0% 0.0% 100.0%

2006 11 29 19 5 0 64
17.2% 45.3% 29.7% 7.8% 0.0% 100.0%

2007 4 29 17 5 0 55
7.3% 52.7% 30.9% 9.1% 0.0% 100.0%

2008 12 65 32 13 1 123
9.8% 52.8% 26.0% 10.6% 0.8% 100.0%

2009 30 210 120 48 0 408
7.4% 51.5% 29.4% 11.8% 0.0% 100.0%

2010 37 151 188 38 2 416
8.9% 36.3% 45.2% 9.1% 0.5% 100.0%

年度 +2 +1 0 -1 -2 回答数

2001 4 10 3 4 0 21
19.0% 47.6% 14.3% 19.0% 0.0% 100.0%

2002 1 8 4 2 0 15
6.7% 53.3% 26.7% 13.3% 0.0% 100.0%

2003 3 33 14 5 0 55
5.5% 60.0% 25.5% 9.1% 0.0% 100.0%

2004 9 22 13 2 1 47
19.1% 46.8% 27.7% 4.3% 2.1% 100.0%

2005 4 14 11 4 0 33
12.1% 42.4% 33.3% 12.1% 0.0% 100.0%

2006 9 31 19 5 0 64
14.1% 48.4% 29.7% 7.8% 0.0% 100.0%

2007 6 26 16 7 0 55
10.9% 47.3% 29.1% 12.7% 0.0% 100.0%

2008 23 57 31 12 0 123
18.7% 46.3% 25.2% 9.8% 0.0% 100.0%

2009 44 209 115 40 0 408
10.8% 51.2% 28.2% 9.8% 0.0% 100.0%

2010 35 182 148 49 2 416
8.4% 43.8% 35.6% 11.8% 0.5% 100.0%

年度 +2 +1 0 -1 -2 回答数

2001 6 14 0 1 0 21
28.6% 66.7% 0.0% 4.8% 0.0% 100.0%

2002 2 13 0 0 0 15
13.3% 86.7% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

2003 21 34 0 0 0 55
38.2% 61.8% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

2004 23 21 3 0 0 47
48.9% 44.7% 6.4% 0.0% 0.0% 100.0%

2005 8 22 2 1 0 33
24.2% 66.7% 6.1% 3.0% 0.0% 100.0%

2006 15 46 1 2 0 64
23.4% 71.9% 1.6% 3.1% 0.0% 100.0%

2007 10 45 0 0 0 55
18.2% 81.8% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

2008 43 75 2 3 0 123
35.0% 61.0% 1.6% 2.4% 0.0% 100.0%

2009 97 283 18 10 0 408
23.8% 69.4% 4.4% 2.5% 0.0% 100.0%

2010 102 288 20 6 0 416
24.5% 69.2% 4.8% 1.4% 0.0% 100.0%

年度 +2 +1 0 -1 -2 回答数

2001 0 2 17 2 0 21
0.0% 9.5% 81.0% 9.5% 0.0% 100.0%

2002 0 1 13 1 0 15
0.0% 6.7% 86.7% 6.7% 0.0% 100.0%

2003 0 3 43 9 0 55
0.0% 5.5% 78.2% 16.4% 0.0% 100.0%

2004 1 7 32 6 1 47
2.1% 14.9% 68.1% 12.8% 2.1% 100.0%

2005 0 1 28 4 0 33
0.0% 3.0% 84.8% 12.1% 0.0% 100.0%

2006 0 3 49 12 0 64
0.0% 4.7% 76.6% 18.8% 0.0% 100.0%

2007 0 5 41 9 0 55
0.0% 9.1% 74.5% 16.4% 0.0% 100.0%

2008 0 16 85 22 0 123
0.0% 13.0% 69.1% 17.9% 0.0% 100.0%

2009 1 65 308 34 0 408
0.2% 15.9% 75.5% 8.3% 0.0% 100.0%

2010 3 62 311 40 0 416
0.7% 14.9% 74.8% 9.6% 0.0% 100.0%

年度 +2 +1 0 -1 -2 回答数

2001 2 17 2 0 0 21
9.5% 81.0% 9.5% 0.0% 0.0% 100.0%

2002 2 10 2 1 0 15
13.3% 66.7% 13.3% 6.7% 0.0% 100.0%

2003 13 37 3 2 0 55
23.6% 67.3% 5.5% 3.6% 0.0% 100.0%

2004 13 29 5 0 0 47
27.7% 61.7% 10.6% 0.0% 0.0% 100.0%

2005 4 20 7 2 0 33
12.1% 60.6% 21.2% 6.1% 0.0% 100.0%

2006 18 35 4 7 0 64
28.1% 54.7% 6.3% 10.9% 0.0% 100.0%

2007 7 37 8 2 1 55
12.7% 67.3% 14.5% 3.6% 1.8% 100.0%

2008 22 81 16 4 0 123
17.9% 65.9% 13.0% 3.3% 0.0% 100.0%

2009 40 267 61 39 1 408
9.8% 65.4% 15.0% 9.6% 0.2% 100.0%

2010 54 220 116 25 1 416
13.0% 52.9% 27.9% 6.0% 0.2% 100.0%

年度 +2 +1 0 -1 -2 回答数

2001 1 15 3 2 0 21
4.8% 71.4% 14.3% 9.5% 0.0% 100.0%

2002 3 6 5 1 0 15
20.0% 40.0% 33.3% 6.7% 0.0% 100.0%

2003 19 32 4 0 0 55
34.5% 58.2% 7.3% 0.0% 0.0% 100.0%

2004 17 25 4 1 0 47
36.2% 53.2% 8.5% 2.1% 0.0% 100.0%

2005 6 19 7 1 0 33
18.2% 57.6% 21.2% 3.0% 0.0% 100.0%

2006 13 40 11 0 0 64
20.3% 62.5% 17.2% 0.0% 0.0% 100.0%

2007 14 34 6 1 0 55
25.5% 61.8% 10.9% 1.8% 0.0% 100.0%

2008 23 65 29 6 0 123
18.7% 52.8% 23.6% 4.9% 0.0% 100.0%

2009 60 243 64 40 1 408
14.7% 59.6% 15.7% 9.8% 0.2% 100.0%

2010 62 216 113 24 1 416
14.9% 51.9% 27.2% 5.8% 0.2% 100.0%

表３　内容の難易度（年度別）表６　講義方法の工夫（年度別）

表４　期待適応度（年度別）表７　資料満足度（年度別）

表５　興味喚起度（年度別）表８　認識変化度（年度別）
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可
）
を
そ
れ
ぞ
れ
得
点
九
九
点
、
八
九
点
、
七
九
点
、
六
九
点
、
五
九
点
と
単
純

化
し
て
相
関
係
数
を
求
め
る
と
、「
期
待
適
応
度
」
は
〇
・
八
〇
、「
興
味
喚
起
度
」

は
〇
・
七
五
、「
講
義
方
法
の
工
夫
」
は
〇
・
八
〇
と
な
り
強
い
正
の
相
関
が
、「
資

料
満
足
度
」に
つ
い
て
は
〇
・
五
二
と
か
な
り
の
正
の
相
関
が
あ
る
数
値
が
出
る
。

ま
た
「
内
容
の
難
易
度
」
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
七
三
と
な
り
、
こ
ち
ら
は
「
難
し
い
」

と
い
う
評
価
と
受
講
者
の
高
い
成
績
と
の
間
に
強
い
負
の
相
関
の
数
値
が
出
る
。

そ
の
一
方
で
「
認
識
変
化
度
」「
推
奨
度
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
〇
・
一
六
と
ほ
と
ん
ど

相
関
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
受
講
者
の
期
待
に
応
え
、
興
味
を
喚
起
す

る
こ
と
は
受
講
者
の
成
績
に
影
響
を
及
ぼ
す
、
も
し
く
は
成
績
の
よ
い
受
講
者
は

自
ら
の
期
待
内
容
と
授
業
内
容
と
を
意
識
的
に
摺
り
合
わ
せ
、
興
味
を
持
っ
て
授

業
に
臨
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
講
義
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
受
講
者
は
成
績
に
関
係
な
く
そ
れ
ま
で
の
大
学
に
対
す
る
認

識
を
変
化
さ
せ
、
他
の
学
生
に
も
受
講
を
勧
め
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。

（
２
）
年
度
別
の
回
答
分
布
の
分
析

　

各
項
目
に
つ
い
て
年
度
別
で
数
値
評
価
の
回
答
に
ど
の
よ
う
な
分
布
が
あ
る
か

を
示
し
た
の
が
表
三
～
九
の
各
表
で
あ
る
。
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
「
内
容
の
難

易
度
」
を
除
き
、
い
ず
れ
も
「
+1
」
の
回
答
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
特
徴
的
な
の
は
「
認
識
変
化
度
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
+2
」
が

二
〇
～
三
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
「
認
識
変
化
度
」
の
平
均
値

が
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
．
受
講
に
よ
る
広
島
大
学
に
対
す
る
認
識
の
変
化
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は「
受
講
し
た
こ
と
で
広
島
大
学
に
対
す
る
認
識
は
変
わ
り
ま
し
た
か
」

と
の
問
い
に
対
し
、
認
識
が
変
わ
っ
た
と
回
答
し
た
受
講
者
の
変
化
の
理
由
に
つ

い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
設
問
へ
の
回
答
の
状
況
は
表
一
〇
に
示
し
た
と
お
り
。

一
〇
年
間
の
総
数
で
一
、四
〇
二
人
の
回
答
が
あ
る
う
ち
、
分
析
対
象
と
な
る
二

年
生
の
回
答
は
一
、二
三
七
人
分
で
、「
と
て
も
そ
う
思
う
」
が
三
二
七
回
答

（
二
六
・
四
％
）、「
そ
う
思
う
」
が
八
四
一
回
答
（
六
八
・
〇
％
）
で
あ
り
、
二
年

生
の
九
四
・
四
％
が
認
識
が
変
わ
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
認

識
が
変
わ
っ
た
理
由
に
つ
い
て
表
一
一
に
そ
の
内
訳
を
示
し
た（

６
）。

年度 +2 +1 0 -1 -2 回答数

2001 3 13 3 2 0 21
14.3% 61.9% 14.3% 9.5% 0.0% 100.0%

2002 2 9 4 0 0 15
13.3% 60.0% 26.7% 0.0% 0.0% 100.0%

2003 17 31 6 1 0 55
30.9% 56.4% 10.9% 1.8% 0.0% 100.0%

2004 13 28 6 0 0 47
27.7% 59.6% 12.8% 0.0% 0.0% 100.0%

2005 7 17 8 1 0 33
21.2% 51.5% 24.2% 3.0% 0.0% 100.0%

2006 10 45 8 1 0 64
15.6% 70.3% 12.5% 1.6% 0.0% 100.0%

2007 6 43 5 1 0 55
10.9% 78.2% 9.1% 1.8% 0.0% 100.0%

2008 25 66 27 4 1 123
20.3% 53.7% 22.0% 3.3% 0.8% 100.0%

2009 55 227 104 20 2 408
13.5% 55.6% 25.5% 4.9% 0.5% 100.0%

2010 78 224 94 18 2 416
18.8% 53.8% 22.6% 4.3% 0.5% 100.0%

表９　推奨度（年度別）



広島大学文書館紀要　第14号（2012年）

― 45―

（
１
）
と
て
も
変
化
し
た
と
思
う
理
由

　

ま
ず
は
「
と
て
も
そ
う
思
う
（
+2
）」
と
回
答
し
た

者
の
理
由
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
最
も
多

い
回
答
は
、
自
校
に
対
す
る
知
識
・
情
報
が
増
え
た
こ

と
で
認
識
が
変
わ
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
回
答
は
三
二
七
回
答
中
に
二
七
一
回
答
あ
り
、
認

識
変
化
理
由
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。「
現
在
の
広
島

大
学
の
成
立
に
お
け
る
本
来
私
た
ち
の
知
り
得
な
い
情

報
を
入
手
で
き
た
点
で
す
。」〔
経
済
・
男
・
二
〇
〇
一
〕、

「
こ
の
講
義
を
受
け
る
ま
で
広
島
大
学
に
つ
い
て
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。〔
法
・

男
・
二
〇
〇
三
〕、「
今
ま
で
広
島
大
学
に
つ
い
て
何
も

分
か
ら
ず
に
、
た
だ
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
歴
史
を
学

ん
だ
こ
と
で
学
校
に
対
す
る
認
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。」

〔
法
・
女
・
二
〇
〇
六
〕、「
広
島
大
学
の
設
立
過
程
や
、

広
島
大
学
の
教
員
等
、
こ
の
授
業
を
履
修
し
な
け
れ
ば

得
ら
れ
な
か
っ
た
知
識
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
ら
。」

〔
教
育
・
男
・
二
〇
一
〇
〕
な
ど
の
回
答
が
あ
る
。

　

ま
た
、
知
識
・
情
報
が
増
え
た
こ
と
に
近
い
が
、
次

に
示
す
回
答
の
よ
う
に
、「
わ
か
っ
た
」「
理
解
し
た
」

な
ど
の
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
大
学
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
た
と
す
る
回
答
が
五
六
回
答
あ
り
、
二
番
目
に

多
い
。「
広
大
の
歴
史
は
旧
帝
大
の
よ
う
に
な
ろ
う
と

回　　答 １年 ２年 ３年 ４年 ５年以上
とてもそう思う 17 � �327 24 � 7 3
そう思う 36 � �841 49 22 2
どちらでもない �1 � �� 46 � 1 � 0 0
そう思わない �1 � �� 23 � 2 � 1 0
全くそう思わない �0 � �� � 0 � 0 � 0 0

合　　計 55 1,237 76 30 5

回　答
回
答
数

分 類 項 目
知
識
を
得
た

理
解
し
た

思
考
・
発
想
を
変
え
た

誇
り
を
感
じ
た

興
味
関
心
を
覚
え
た

実
感
で
き
た

愛
着
が
湧
い
た

疑
問
が
解
決
し
た

そ
の
他

とてもそう思う 327 271 56 56 20 19 18 8 5 5
そう思う 841 704 108 66 32 25 21 11 5 11

回　答
回
答
数

分 類 項 目
同
じ
認
識
だ
っ
た

知
識
は
増
え
た
が

認
識
は
変
わ
ら
な
い

実
感
が
な
か
っ
た

関
心
が
湧
か
な
か
っ
た

そ
の
他

どちらでもない 46 11 15 6 4 11
そう思わない 23 14 � 4 1 0 � 4

表10　広島大学に対する認識が変化したかどうか（10年間全データ）

表11　認識が変化した理由

表12　認識が変化しない理由



― 46―

小宮山道夫　　大学生の自校史教育に対する評価と自校認識の変化に関する考察

す
る
歴
史
で
あ
る
事
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
た
か
ら
。」〔
法
・
男
・
二
〇
〇
三
〕、「
広

島
大
学
が
他
大
学
に
誇
れ
る
多
く
の
も
の
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
か

ら
。」〔
法
・
男
・
二
〇
〇
四
〕、「
広
大
の
こ
と
を
大
変
多
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
深
く
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
け
ど
、
受
講
し
た
こ
と
で
こ
ん

な
に
も
広
大
が
伝
統
深
い
も
の
だ
と
わ
か
っ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
。
今
後
も
今

以
上
に
大
き
く
発
展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。」〔
経
済
・

女
・
二
〇
〇
八
〕、「
広
島
大
学
が
現
在
の
形
に
至
る
ま
で
に
紆
余
曲
折
の
歴
史
が

あ
り
、
す
べ
て
が
今
の
特
徴
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
。」〔
教

育
・
男
・
二
〇
一
〇
〕
な
ど
の
回
答
が
あ
る
。

　

同
じ
く
二
番
目
に
多
い
の
が
、
知
識
を
得
て
認
識
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
自
身

の
思
考
・
発
想
に
つ
い
て
も
変
化
を
自
覚
し
、
自
ら
の
行
動
に
結
び
つ
け
よ
う
と

す
る
能
動
的
な
回
答
で
あ
り
、
五
六
回
答
が
あ
っ
た
。「
今
ま
で
広
島
大
学
の
歴

史
な
ど
全
く
認
識
せ
ず
に
生
活
に
し
て
き
た
が
、
こ
の
講
義
を
受
け
る
こ
と
で
い

ろ
い
ろ
新
し
い
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
こ
の
大
学
を
も
っ
と
良
く
す

る
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。」〔
生

生
・
男
・
二
〇
〇
八
〕、「
こ
の
授
業
を
と
ら
な
か
っ
た
ら
、
知
ら
な
い
ま
ま
大
学

生
活
を
終
え
て
し
ま
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
。
例
え
ば
、
キ
ャ
ン
パ

ス
に
緑
が
多
い
理
由
や
、
両
生
類
研
究
セ
ン
タ
ー
や
放
射
線
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
で
き
た
歴
史
的
背
景
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
存
在
は
知
っ
て
は
い
た
が
、
ど

う
い
っ
た
経
緯
で
設
立
さ
れ
た
の
か
な
ど
は
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ン

パ
ス
の
緑
の
多
さ
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
キ
レ
イ
で
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
、
く
ら

い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。こ
の
講
義
で
認
識
が
変
わ
り
、先
人
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。」〔
理
・
男
・
二
〇
〇
九
〕、「
広
島
大

学
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
い
か
に
幸
せ
な
こ
と
か
が
わ
か
り
、
こ
の
機
会

を
絶
対
に
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
一
日
を
大
切
に
生
活
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
認

識
を
も
ち
ま
し
た
。」〔
経
済
・
男
・
二
〇
一
〇
〕、「
広
島
大
学
は
東
京
の
大
学
に

は
ど
う
あ
っ
て
も
劣
っ
て
い
る
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
自
分
の
次
第
か
な
と
思
っ

た
の
で
。」〔
教
育
・
女
・
二
〇
一
〇
〕
な
ど
の
回
答
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。

　

四
番
目
に
多
い
回
答
が
、
受
講
に
よ
っ
て
誇
り
を
覚
え
た
り
自
信
を
得
た
り
す

る
も
の
で
あ
り
、
二
〇
回
答
が
あ
っ
た
。「
何
も
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
の
な
い
地

方
大
学
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
誇
れ
る
理
念
が
あ
り
ま
し
た
。」〔
法
・
女
・

二
〇
〇
三
〕、「
広
島
と
い
う
と
原
爆
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
れ
は
県
外
か
ら
来

た
わ
た
し
に
は
身
近
に
感
じ
に
く
い
も
の
で
し
た
が
、
広
島
大
学
の
設
立
や
そ
の

背
景
、
地
域
と
の
連
携
の
歴
史
を
見
て
い
く
中
で
い
た
く
感
動
し
た
か
ら
で
す
。

自
分
が
こ
の
広
島
大
学
生
で
あ
る
こ
と
に
、
と
て
も
誇
り
を
感
じ
ま
す
。」〔
工
・

女
・
二
〇
〇
八
〕、「
当
初
広
島
大
学
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
す

ら
な
く
、
よ
い
形
で
広
島
大
学
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
誇
り
に
近

い
認
識
が
芽
生
え
た
。」〔
経
済
・
男
・
二
〇
〇
九
〕、「
広
大
生
で
あ
る
こ
と
に
、

若
干
の
劣
等
感
を
他
大
学
生
に
た
い
し
て
感
じ
て
い
た
け
ど
、
広
大
の
す
ご
さ
や

他
大
学
と
違
う
と
こ
ろ
を
知
っ
て
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。」〔
生

生
・
女
・
二
〇
一
〇
〕な
ど
の
回
答
が
あ
る
。単
な
る
自
校
礼
讃
に
陥
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
危
険
で
あ
る
が
、
不
本
意
入
学
生
や
必
要
以
上
に
劣
等
感
を

抱
く
学
生
の
救
い
と
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
低
年
次
教
育
で
の
一
つ
の
役
割
を
果

た
せ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

五
番
目
に
多
い
の
が
、
次
に
示
す
よ
う
に
受
講
を
き
っ
か
け
に
大
学
自
体
へ
の

興
味
・
関
心
が
生
じ
た
と
い
う
一
九
回
答
で
あ
る
。「
歴
史
を
知
る
事
を
通
じ
て
、
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広
大
の
今
に
興
味
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。
大
学
自
体
の
こ
れ
か
ら
の
課

題
も
見
い
だ
せ
た
と
感
じ
た
。」〔
法
・
女
・
二
〇
〇
三
〕、「
広
島
大
学
に
在
学
し

て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
際
広
大
の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
い
こ
と
を
受
講

を
通
し
て
実
感
し
た
。そ
し
て
広
島
大
学
に
以
前
よ
り
興
味
を
も
っ
た
。」〔
経
済
・

女
・
二
〇
〇
九
〕、「
わ
り
と
大
学
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
が

講
義
を
受
け
て
全
然
知
ら
な
く
て
驚
き
の
一
面
を
知
る
こ
と
で
き
広
島
大
学
に
よ

り
興
味
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」〔
理
・
男
・
二
〇
一
〇
〕、「
こ
の
講
義

を
受
け
る
ま
で
は
正
直
な
と
こ
ろ
、
広
島
大
学
の
歴
史
に
は
あ
ま
り
興
味
は
な

か
っ
た
が
、
こ
の
講
義
を
受
け
、
広
大
の
歴
史
を
学
び
広
大
に
対
し
て
の
見
方
が

変
わ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
」〔
工
・
男
・
二
〇
一
〇
〕、「
温
故
知
新
で
は
な
い
が
、

先
人
た
ち
が
広
島
大
学
に
ど
ん
な
思
い
や
考
え
を
も
っ
て
い
た
の
か
知
り
、
そ
の

よ
う
な
広
島
大
学
に
通
え
て
い
る
こ
と
に
自
信
や
誇
り
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た

気
が
す
る
か
ら
。」〔
法
・
男
・
二
〇
一
〇
〕
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
受
講
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
に
実
感
を
覚
え
た
り
大
学
へ
の
親
近
感

を
覚
え
た
り
す
る
と
し
た
も
の
が
一
八
回
答
あ
っ
た
。「
実
際
に
大
学
で
働
い
て

お
ら
れ
る
方
の
話
を
聞
く
と
、
あ
ま
り
資
料
な
ど
だ
け
で
は
実
感
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
身
近
に
感
じ
た
た
め
で
す
。
大
学
図
書
館
に
つ
い
て
な
ど
、
あ
ん
な
に
学

生
の
こ
と
を
想
っ
下
さ
っ
て
い
る
と
知
っ
て
、
も
っ
と
利
用
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。」〔
教
育
・
女
・
二
〇
〇
一
〕（

７
）、「

広
島
大
学
が
で
き
た
歴
史
な
ど

を
学
ん
だ
と
き
に
、
広
島
大
学
成
立
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
た
人
々
の
熱
意
が
伝

わ
っ
て
き
た
か
ら
。」〔
理
・
男
・
二
〇
〇
七
〕、「
広
島
大
学
の
奥
深
さ
を
実
感
し

た
か
ら
」〔
文
・
女
・
二
〇
一
〇
〕
な
ど
の
回
答
が
あ
る
。

　

そ
し
て
そ
の
実
感
や
親
近
感
が
、
さ
ら
に
愛
着
や
愛
校
心
と
い
っ
た
言
葉
と
し

て
表
れ
て
い
る
も
の
が
八
回
答
あ
っ
た
。「
今
と
な
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
特
色
と
い

う
も
の
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、過
去
の
非
常
に
誇
れ
る
理
念
、

個
性
的
な
歴
代
の
学
長
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
広
島
大
学
に
も
誇
れ
る
も
の
が
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
ま
で
大
学
に
つ
い
て
関
心
は
無
か
っ
た
も
の
の
、

自
分
の
大
学
に
つ
い
て
語
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
母
校
愛

に
目
覚
め
た
気
が
し
ま
し
た
。」〔
工
・
男
・
二
〇
〇
四
〕、「
以
前
は
、
大
学
は
授

業
を
受
け
る
た
め
だ
け
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
て
特
に
愛
着
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
大
学
の
設
立
や
運
営
に
関
わ
っ
た
方
々
の
存
在
を
知
っ
て
、
心
な
し
か
愛

着
が
湧
い
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。」〔
法
・
女
・
二
〇
〇
六
〕、「
広
島
大
学

に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
講
義
を
う
け
て
広
島
大
学
の
源
流

か
ら
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
こ
の
大
学
に
愛
着
が
わ
き
、
同
時
に
も
っ
と

よ
い
大
学
へ
変
え
て
い
く
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
認
識
で
き
た
。」

〔
文
・
女
・
二
〇
〇
八
〕、「
広
島
大
学
設
立
か
ら
現
在
ま
で
、
こ
の
大
学
が
経
て

き
た
事
件
（
大
学
紛
争
な
ど
）
や
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
携
わ
っ
て
き
た
か
を
知

る
こ
と
で
、
何
と
な
く
通
っ
て
い
た
大
学
に
愛
着
が
わ
い
た
た
め
。」〔
法
・
男
・

二
〇
〇
八
〕、「
広
島
大
学
の
前
身
や
ど
の
よ
う
に
西
条
に
移
転
し
て
き
た
の
か
を

知
る
こ
と
で
さ
ら
に
広
島
大
学
へ
の
愛
校
心
が
深
ま
り
ま
し
た
。」〔
教
育
・
女
・

二
〇
〇
九
〕、「
広
島
大
学
に
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
多
く
の
人
の
苦
労
が
あ
っ
て

今
の
広
大
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
か
ら
。
今
ま
で
何
気
な
く
見
て

い
た
シ
ン
ボ
ル
塔
や
大
学
旗
も
、
講
義
を
受
け
る
前
と
受
け
た
後
と
で
は
ま
っ
た

く
違
い
、
い
ろ
ん
な
人
の
想
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
愛
着
を
持
っ
て
る
よ
う

に
な
っ
た
。」〔
文
・
女
・
二
〇
〇
九
〕
と
い
っ
た
回
答
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
表
一
一
の
分
類
と
は
別
に
な
る
が
、
講
義
内
容
に
は
当
然
の
事
な
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が
ら
客
観
的
事
実
と
と
も
に
大
学
の
不
祥
事
を
含
め
た
裏
の
面
も
扱
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
た
め
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
効
果
も
あ
り
、
五
回
答
が
認
め
ら

れ
た
。「
広
島
大
学
が
実
は
寄
せ
集
め
て
作
ら
れ
た
大
学
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
っ
た
」〔
経
済
・
女
・
二
〇
〇
三
〕、「
講
義
開
始
前
は
、

広
島
大
学
は
非
常
に
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
て
、
華
や
か
な
大
学
だ
な
と
思
っ

て
い
た
が
、そ
の
よ
う
な
広
島
大
学
に
も
問
題
点
は
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
り
、

普
段
聞
け
な
い
広
島
大
学
の
裏
話
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
広
島
大
学
は
必
ず
し

も
「
完
璧
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。」〔
経
済
・
男
・
二
〇
〇
七
〕

な
ど
の
回
答
が
あ
り
、
ご
く
一
部
の
受
講
者
に
は
大
学
へ
の
失
望
を
与
え
て
し

ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
裏
も
表
も
包
み
隠
さ
ず
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
む
し
ろ
客
観

的
な
理
解
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
肯
定
的
に
受
け
取
っ
た
も
の
も
一
〇
回
答

あ
っ
た
。「
大
学
の
歴
史
に
つ
い
て
全
く
認
識
の
な
い
ま
ま
入
学
し
て
今
に
至
っ

て
い
た
の
で
、
こ
の
講
義
を
受
け
て
広
大
の
良
い
面
・
悪
い
面
も
含
め
て
大
学
と

い
う
も
の
を
違
っ
た
視
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。」〔
生
生
・
男
・

二
〇
〇
九
〕、「
以
前
は
わ
り
と
無
関
心
だ
っ
た
の
で
、
広
島
大
学
の
よ
い
と
こ
ろ

も
悪
い
と
こ
ろ
も
知
れ
て
、
自
分
の
大
学
に
興
味
を
持
て
た
。」〔
総
科
・
女
・

二
〇
〇
九
〕、「
こ
の
セ
メ
ス
タ
ー
を
通
し
て
受
け
た
講
義
の
中
で
、
広
島
大
学
の

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
島
大

学
が
ど
の
く
ら
い
全
国
の
大
学
の
中
で
の
優
位
的
に
い
る
か
、
ま
た
、
今
後
私
達

た
ち
が
ど
の
よ
う
に
広
島
大
学
の
優
位
性
を
維
持
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
克
服
し
た

う
え
で
さ
ら
に
優
位
性
を
高
め
て
い
く
べ
き
か
が
明
確
に
分
か
っ
た
か
ら
。」

〔
法
・
男
・
二
〇
一
〇
〕、「
大
学
受
験
を
す
る
際
は
、
ど
の
大
学
も
良
い
と
こ
ろ

ば
か
り
見
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
在
籍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
大
学
の
「
真
の
姿
」

を
知
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
大
学
生
活
を
送
る
上
で
明
確
な
目
標
や
方
向
性
を
決

め
る
手
立
て
と
な
る
と
思
っ
た
か
ら
。」〔
教
育
・
女
・
二
〇
一
〇
〕、「「
広
島
大
学
」

と
い
う
も
の
に
対
し
て
今
ま
で
ほ
ぼ
無
関
心
だ
っ
た
が
、
講
義
を
通
し
て
広
島
大

学
の
他
大
学
と
比
べ
た
特
色
や
、
教
養
部
設
立
の
際
の
ど
ろ
ど
ろ
し
た
話
や
被
爆

し
た
建
物
の
一
部
を
今
も
生
か
し
て
い
る
点
、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
門
が
な

い
と
い
う
話
な
ど
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
聞
く
こ
と
が
で
き
て
大
学
に
愛
着
が

わ
い
た
。
そ
こ
が
自
分
の
中
で
最
も
変
わ
っ
た
点
。」〔
文
・
女
・
二
〇
一
〇
〕
な

ど
、
表
面
的
な
大
学
説
明
を
超
え
た
授
業
内
容
に
受
講
者
は
啓
発
さ
れ
、
客
観
的

に
周
囲
を
見
つ
め
直
し
、
そ
れ
ま
で
の
大
学
と
自
分
自
身
と
の
関
の
希
薄
な
距
離

感
を
埋
め
る
き
っ
か
け
を
掴
ん
だ
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
良
い
情
報
も
悪

い
情
報
も
包
み
隠
さ
ず
提
供
す
る
こ
と
の
真
意
を
受
講
者
が
汲
み
取
っ
て
く
れ
て

い
る
の
は
有
難
く
も
あ
り
、
頼
も
し
く
も
あ
る
。

（
２
）
変
化
し
た
と
思
う
理
由

　

続
い
て
回
答
に
「
そ
う
思
う
（
+1
）」
と
回
答
し
た
者
の
理
由
に
つ
い
て
、
前

節
と
同
様
に
見
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
は
自
校
に
対
す
る
知
識
・
情
報
が
増
え
た
こ
と
で
認
識
が
変
わ
っ
た
と
す

る
も
の
で
、
八
四
〇
回
答
中
に
七
〇
四
回
答
が
あ
っ
た
。「
今
ま
で
広
大
生
な
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
広
大
の
こ
と
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

こ
の
講
義
を
受
講
し
て
広
大
に
関
し
て
の
知
識
が
つ
い
た
と
思
う
し
、
こ
れ
ま
で

と
違
っ
た
視
点
で
広
大
を
見
る
と
こ
が
で
き
る
と
感
じ
た
か
ら
。」〔
経
済
・
男
・

二
〇
〇
一
〕、「
あ
る
程
度
広
島
大
学
の
知
識
は
あ
っ
た
が
普
通
に
生
活
し
て
い
る
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だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
知
識
を
え
る
こ
と
が
出
き
、
非
常
に
為
に
な
っ

た
。」〔
教
育
・
男
・
二
〇
〇
四
〕、「
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
知
れ
た
し
、
今
ま
で

の
認
識
が
は
っ
き
り
と
間
違
っ
て
い
る
と
事
実
と
し
て
分
か
っ
た
点
も
あ
る
か

ら
」〔
理
・
男
・
二
〇
〇
八
〕、「
前
は
な
に
も
知
ら
な
く
て
、
大
学
の
こ
と
は
全

然
気
に
な
ら
な
か
っ
た
で
す
。
ど
う
で
も
い
い
み
た
い
な
感
じ
で
授
業
を
受
け
ま

し
た
。
し
か
し
時
間
と
と
も
に
授
業
の
内
容
は
あ
る
程
度
で
面
白
く
て
、
大
学
に

関
す
る
認
職
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。」〔
工
・
女
・
二
〇
一
〇
〕、「
例

え
ば
、
設
立
当
初
に
外
部
と
も
内
部
で
も
も
め
た
と
い
う
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
大
学
の
歴
史
と
い
う
と
つ
ま
ら
な
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
具

体
的
に
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
を
聞
い
て
い
て
、
想
像
し
て
い
た
の
よ
り
は
る

か
に
面
白
か
っ
た
で
す
。」〔
法
・
女
・
二
〇
一
〇
〕「
私
が
広
島
大
学
に
関
す
る

認
識
を
最
も
変
え
た
内
容
は
、
広
島
大
学
が
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た
理

由
で
す
。「
広
島
大
学
は
広
島
市
内
に
あ
れ
ば
…
」
と
い
う
意
見
の
大
人
が
私
の

ま
わ
り
に
何
人
か
い
て
、
そ
の
意
見
を
私
も
鵜
呑
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
移

転
し
た
理
由
を
知
り
、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
て
よ
か
っ
た
と
私
は
思
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」〔
教
育
・
女
・
二
〇
一
〇
〕、「
普
段
過
ご
し
て
い
た
の
で

は
、
な
か
な
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。

（
サ
タ
ケ
と
広
島
大
学
と
の
関
係
や
、
校
章
が
生
ま
れ
た
経
緯
、
歴
代
学
長
の
偉

業
や
前
身
校
の
様
子
な
ど
、
ほ
ぼ
全
て
の
講
義
で
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
。）」

〔
法
・
男
・
二
〇
一
〇
〕
な
ど
で
あ
る
。

　

大
学
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
と
の
回
答
は
一
〇
八
回
答
が
あ
っ
た
。「
正
直
こ

の
大
学
に
い
な
が
ら
、
こ
の
大
学
の
理
念
と
か
そ
う
い
っ
た
も
の
を
ひ
と
つ
も
理

解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
そ
れ
ら
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
あ
る
程
度
認
識

が
変
わ
り
ま
し
た
。」〔
総
科
・
女
・
二
〇
〇
五
〕、「
広
島
大
学
に
つ
い
て
の
認
識

は
、
教
育
系
が
強
い
と
い
う
こ
と
と
総
合
科
学
部
と
い
う
特
殊
な
学
部
に
よ
る
教

育
の
多
様
化
と
い
う
く
ら
い
し
か
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
け
ど
、
教
育
系
が
強

い
理
由
が
よ
く
わ
か
っ
た
り
、
総
合
科
学
部
に
も
よ
い
点
だ
け
で
な
く
問
題
点
も

あ
る
の
だ
と
い
こ
と
を
知
っ
た
り
し
て
、
よ
り
深
い
認
識
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う

か
ら
。」〔
理
・
女
・
二
〇
一
〇
〕
な
ど
、
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
た
大
学
に
対
し

新
た
な
発
見
を
し
た
り
、
自
身
の
従
来
の
認
識
に
確
信
を
得
た
り
も
し
て
い
る
。

　

自
身
の
思
考
・
発
想
に
つ
い
て
も
変
化
を
自
覚
し
た
回
答
は
六
六
回
答
が
あ
っ

た
。「
広
島
大
学
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
特
に
学
生
は
も
っ
と
高

い
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
か
ら
。」〔
教
育
・
男
・
二
〇
〇
七
〕、

「
過
去
の
広
島
大
学
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
今
度
は
自
分
た
ち
が
歴
史
を
創
っ
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。」〔
法
・
男
・
二
〇
〇
八
〕、

「
西
条
と
い
う
街
が
広
島
大
学
に
よ
り
変
化
し
た
、
変
化
し
て
く
れ
た
と
い
う
事

実
を
知
り
学
生
の
街
と
し
て
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
と
共
に
、
こ
の
場
所
を
選

ん
だ
広
島
大
学
の
方
々
に
も
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
島
大
学
の
今
の
形
、
体

制
に
な
る
ま
で
の
歴
史
を
知
ら
ず
に
広
大
生
と
し
て
大
学
に
通
う
の
は
変
な
気
が

し
た
。」〔
教
育
・
女
・
二
〇
〇
九
〕、「
今
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
大
学

の
裏
側
や
、
過
去
の
経
歴
な
ど
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
考
え
る
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
か
ら
。」〔
工
・
男
・
二
〇
〇
九
〕、「
広
島
大
学
に
つ
い
て
、
自

分
だ
け
な
ら
考
え
る
こ
と
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
講
義
を
聴
く
こ
と
が
で
き

て
、
そ
れ
が
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。（
学
生
生
活
の
講
義
が
特

に
そ
う
で
し
た
。）」〔
工
・
女
・
二
〇
〇
九
〕、「
国
際
化
や
原
爆
に
つ
い
て
考
え
て
、

広
島
大
学
生
で
あ
る
私
達
が
も
っ
と
努
力
し
て
広
島
大
学
に
貢
献
し
て
い
か
な
く
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て
は
な
ら
な
い
な
ど
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
。」〔
理
・
女
・
二
〇
〇
九
〕、「
広

島
大
学
の
成
立
ま
で
の
歴
史
や
、
そ
の
目
指
し
て
い
る
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
こ
れ
か
ら
、
広
島
大
学
生
と
し
て
生
活
す
る
上
で
の

心
構
え
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
え
て
い
こ
う
と
思
っ
た
た
め
。」〔
教
育
・
男
・

二
〇
〇
九
〕
な
ど
で
あ
る
。

　

誇
り
を
覚
え
た
り
自
信
を
得
た
り
し
た
も
の
も
三
二
回
答
が
あ
っ
た
。「
今
ま

で
広
島
大
学
は
旧
帝
大
で
も
な
い
し
、
学
歴
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
な
る
よ
う
な
大

学
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
講
義
で
広
島
大
学
の
こ
と
を
学
び
少
し
は
誇
れ
る
大
学

か
も
し
れ
な
い
と
思
う
こ
と
が
出
来
た
。」〔
生
生
・
女
・
二
〇
一
〇
〕、「
広
島
大

学
に
は
明
確
な
理
念
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
広
島
大
学
で
学
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。
ま
た
、
身
の
回
り
の
建
物

や
彫
刻
に
も
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
見

か
け
る
も
の
の
見
方
も
変
わ
っ
た
か
ら
。」〔
教
育
・
女
・
二
〇
一
〇
〕、「
大
学
と

い
う
も
の
は
、
ど
こ
も
大
差
は
な
く
、
た
だ
入
る
と
き
の
学
力
差
だ
け
が
あ
る
も

の
だ
と
今
ま
で
は
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
は
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

広
島
で
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
や
国
際
活
動
な
ど
、
他
の
大
学
に
誇
れ
る
も
の
が
あ

る
と
学
ん
だ
か
ら
で
す
。」〔
工
・
男
・
二
〇
一
〇
〕
な
ど
が
あ
る
。

　

大
学
自
体
へ
の
興
味
・
関
心
を
抱
い
た
と
の
回
答
は
二
五
回
答
が
あ
っ
た
。「
タ

ダ
単
に
通
っ
て
い
る
よ
り
も
、
そ
の
成
り
立
ち
な
ど
を
知
る
こ
と
で
大
学
へ
の
関

心
が
深
ま
っ
た
か
ら
。」〔
工
・
男
・
二
〇
〇
三
〕、「
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
広
大

の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
関
心
が
ま
す
ま
す
湧
い
た
し
、
大
学
の
つ
み
あ
げ
ら
れ
て

き
た
裏
舞
台
が
分
か
っ
て
満
足
が
で
き
た
か
ら
。」〔
教
育
・
女
・
二
〇
〇
九
〕、

自
分
の
学
校
に
つ
い
て
関
心
が
も
て
ま
し
た
」〔
工
・
男
・
二
〇
一
〇
〕
な
ど
が

あ
る
。

　

歴
史
に
実
感
が
湧
い
た
り
大
学
へ
の
親
近
感
を
覚
え
た
り
す
る
と
し
た
も
の
は

一
一
回
答
が
あ
っ
た
。「
初
代
か
ら
の
学
長
の
大
学
に
対
す
る
熱
意
に
共
感
し
、

感
動
し
た
か
ら
。」〔
工
・
男
・
二
〇
〇
一
〕、「
自
分
の
大
学
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。」〔
文
・
男
・
二
〇
〇
三
〕、「
今
ま
で
自
分
が
通
う
大
学
の
こ

と
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
学
生
の
た
め
に
大
学
側
が
い

ろ
い
ろ
な
苦
労
・
工
夫
を
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
、
改
め
て
広
島
大
学
に
通
う

こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」〔
総
科
・
女
・
二
〇
〇
五
〕、「
歴

史
的
な
観
点
を
見
る
と
、
多
く
の
で
き
ご
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
経
て
の
現
在
の
広

島
大
学
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
ろ
い
ろ
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ

た
か
ら
」〔
工
・
男
・
二
〇
〇
九
〕
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
ど
ち
ら
で
も
な
い
理
由

　

回
答
に
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
（
０
）」
と
答
え
た
者
は
四
六
人
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
理
由
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の
が
、
知
識
は
増
え
た
が
認
識
が
変
わ
る
ほ
ど

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
一
五
回
答
が
あ
っ
た
。「
変
わ
っ
た
と
い
う
よ
り

新
し
い
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
か
ん
じ
で
す
」〔
経
済
・
女
・
二
〇
〇
五
〕、「
広

大
の
歴
史
や
特
徴
は
理
解
で
き
た
が
、
そ
れ
が
直
接
的
に
広
大
に
関
す
る
認
識
に

影
響
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
と
思
っ
た
か
ら
」〔
理
・
男
・
二
〇
一
〇
〕、「
認
識

が
変
わ
る
と
い
う
よ
り
も
豆
知
識
が
つ
い
た
と
い
う
気
持
ち
だ
か
ら
」〔
工
・
男
・

二
〇
一
〇
〕
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
補
足
す
る
と
一
五
回
答
の
内
の
九
回
答
は

「
授
業
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
広
島
大
学
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
、

広
島
大
学
に
対
す
る
印
象
が
か
わ
り
ま
し
た
。」〔
理
・
男
・
二
〇
〇
九
〕、「
大
学
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の
設
置
に
あ
た
っ
て
と
て
も
多
く
の
意
見
の
衝
突
の
末
に
今
の
広
大
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
か
ら
。」〔
工
・
男
・
二
〇
一
〇
〕
な
ど
と
知
識
を
得
た
こ
と
を
肯
定

的
に
記
述
し
、一
回
答
は
「
た
だ
の
知
識
と
し
て
頭
の
中
に
入
っ
た
」〔
理
・
男
・

二
〇
一
〇
〕
と
否
定
的
に
記
述
し
て
い
な
が
ら
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
を
選
択
し

て
い
る
。

　

次
に
多
い
回
答
が
す
で
に
知
っ
て
い
た
大
学
に
対
す
る
認
識
と
あ
ま
り
変
わ
ら

な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
一
一
回
答
が
あ
っ
た
。「
想
像
し
て
い
た
と
お
り
の
広

島
大
学
の
姿
だ
っ
た
か
ら
。」〔
生
生
・
男
・
二
〇
〇
九
〕、「
講
義
を
受
け
た
後
も

広
島
大
学
は
歴
史
あ
る
大
学
だ
と
い
う
認
識
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。」〔
工
・
男
・

二
〇
〇
九
〕、「
期
待
通
り
の
講
義
だ
っ
た
か
ら
」〔
工
・
男
・
二
〇
〇
九
〕、「
自

分
は
入
学
す
る
前
広
島
大
学
を
と
て
も
す
ば
ら
し
い
大
学
と
思
っ
て
い
て
そ
れ
が

予
想
通
り
だ
っ
た
か
ら
」〔
生
生
・
男
・
二
〇
〇
九
〕、「
広
大
に
つ
い
て
は
、
大

学
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、あ
る
程
度
知
っ
て
い
た
た
め
。」〔
教
育
・

男
・
二
〇
一
〇
〕、「
結
構
知
っ
て
い
た
か
ら
」〔
理
・
男
・
二
〇
一
〇
〕、「
広
島

出
身
の
私
に
と
っ
て
は
、
入
学
前
か
ら
あ
る
程
度
広
大
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ

れ
に
反
す
る
よ
う
な
内
容
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
た
め
。」〔
法
・
男
・
二
〇
一
〇
〕

な
ど
。
こ
の
意
見
が
多
数
と
な
れ
ば
大
学
の
広
報
戦
略
や
Ａ
Ｏ
入
試
の
取
り
組
み

が
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
し
、
自
校
史
教
育
の
需
要

は
失
わ
れ
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

　

知
識
は
得
て
理
解
も
し
た
が
、
具
体
性
や
実
感
に
欠
け
る
の
で
ど
ち
ら
で
も
な

い
と
す
る
意
見
も
六
回
答
あ
っ
た
。「
私
と
し
て
は
、
も
う
少
し
具
体
的
な
話
を

期
待
し
ま
し
た
。」〔
文
・
男
・
二
〇
〇
四
〕、「
大
学
の
具
体
的
な
運
営
方
法
や
特

色
を
知
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
自
分
自
身
が
大
学
生
活
の
中
で
そ
れ
を
実
感
で
き

な
い
の
で
。」〔
法
・
女
・
二
〇
〇
四
〕、「
広
島
大
学
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
出
来

た
し
こ
の
大
学
が
ど
ん
な
大
学
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
あ
ま
り
大
学
に
居

て
実
感
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
。」〔
工
・
男
・
二
〇
一
〇
〕
な
ど
。

　

ま
た
、「
特
に
関
心
の
持
て
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
か
ら
。」〔
工
・
男
・

二
〇
〇
九
〕、「
興
味
を
も
て
る
分
野
と
、
も
て
な
い
分
野
が
は
っ
き
り
と
し
て
い

て
、
興
味
を
も
っ
た
分
野
の
と
き
し
か
あ
ま
り
関
心
を
も
っ
て
、
講
義
を
う
け
て

い
な
か
っ
た
か
ら
。」〔
教
育
・
男
・
二
〇
〇
九
〕
な
ど
の
よ
う
に
半
期
を
通
し
て

授
業
内
容
に
興
味
を
抱
け
な
か
っ
た
意
味
の
回
答
も
四
回
答
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、「
想
像
と
違
っ
た
。」〔
工
・
男
・

二
〇
〇
九
〕
あ
る
い
は
、「
プ
リ
ン
ト
に
も
授
業
の
進
め
方
に
も
不
満
は
な
か
っ

た
。」〔
工
・
男
・
二
〇
一
〇
〕
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。「
詳
し
い
と
も
難
し

い
と
こ
も
あ
っ
た
か
ら
」〔
理
・
男
・
二
〇
一
〇
〕、「
物
事
に
は
様
々
な
歴
史
は

つ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
認
識
が
変
わ
る
の
は
少
し
軽
率
だ
と
思
っ
た
か
ら
。」

〔
文
・
男
・
二
〇
一
〇
〕、「
ど
こ
の
大
学
で
も
い
ろ
ん
な
歴
史
が
あ
っ
て
当
然
だ

か
ら
」〔
経
済
・
女
・
二
〇
一
〇
〕
と
い
っ
た
冷
静
な
意
見
を
述
べ
る
も
の
も
あ
っ

た
。
ま
た
「
あ
ま
り
こ
れ
か
ら
の
僕
の
歴
史
に
お
い
て
、
広
大
の
歴
史
と
い
う
も

の
は
小
さ
か
っ
た
か
ら
。」〔
生
生
・
男
・
二
〇
一
〇
〕
と
い
う
も
の
な
ど
、
一
一

回
答
が
存
在
し
た
。

　

（
４
）
変
化
し
な
か
っ
た
理
由

　
「
そ
う
思
わ
な
い
（
-1
）」
と
回
答
し
た
者
は
二
三
人
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し

て
最
も
多
い
の
は
、
す
で
に
知
っ
て
い
た
大
学
に
対
す
る
認
識
と
あ
ま
り
変
わ
ら

な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
一
四
回
答
が
あ
っ
た
。「
特
に
驚
く
こ
と
を
知
っ
た
訳
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で
は
な
か
っ
た
か
ら
。」〔
総
科
・
男
・
二
〇
〇
一
〕、「
特
に
認
識
が
変
わ
る
よ
う

な
印
象
的
な
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
。」〔
工
・
男
・
二
〇
〇
五
〕、「
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
は
知
れ
た
が
、そ
れ
に
よ
っ
て
認
識
が
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。」〔
教
育
・

女
・
二
〇
〇
六
〕、「
広
島
大
学
に
つ
い
て
詳
し
く
分
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
何
か

が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
。」〔
理
・
男
・
二
〇
〇
八
〕、「
だ
い
た
い
予
想
通

り
だ
っ
た
か
ら
。」〔
工
・
男
・
二
〇
〇
八
〕、「
受
講
す
る
前
に
持
っ
て
い
た
広
島

大
学
の
イ
メ
ー
ジ
と
大
き
な
違
い
が
な
か
っ
た
か
ら
。」〔
経
済
・
女
・
二
〇
〇
八
〕、

「
知
っ
て
い
る
内
容
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
。」〔
理
・
男
・
二
〇
〇
九
〕、「
授
業
内

容
が
予
想
ど
う
り
だ
っ
た
か
ら
。」〔
生
生
・
男
・
二
〇
〇
九
〕
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
は
知
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
認
識
が
変
わ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。」〔
教
育
・
女
・
二
〇
〇
六
〕、「
広
島
大
学
に
つ
い
て
詳
し
く
分

か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
何
か
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
。」〔
理
・
男
・

二
〇
〇
八
〕、「
知
識
は
増
え
た
け
れ
ど
、
認
識
は
今
ま
で
と
変
わ
っ
て
い
な
い
と

感
じ
る
か
ら
。」〔
総
科
・
女
・
二
〇
〇
九
〕
な
ど
、
知
識
は
増
え
た
が
認
識
は
変

わ
ら
な
い
と
い
う
回
答
が
四
回
答
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
特
殊
な
背
景
を
持
っ
た
意
見
と
し
て
は
「
親
戚
に
旧
制
の
広
大
出
身
者

が
多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
体
験
談
な
ど
を
聞
い
て
い
た
か
ら
。」〔
法
・
男
・

二
〇
〇
九
〕
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
授
業
内
容
へ
の
不
満
と
し
て
「
多
少

な
り
内
容
を
工
夫
さ
れ
て
い
る
講
義
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
ほ
と
ん
ど
が
歴
史

的
事
実
の
説
明
の
み
に
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
為
。」〔
文
・
男
・

二
〇
〇
九
〕、「
興
味
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
部
分
が
、
あ
ま
り
授
業
で
触
れ
ら

れ
な
か
っ
た
で
す
。
学
生
と
広
島
大
学
の
ふ
た
つ
の
視
点
で
授
業
を
し
て
ほ
し

か
っ
た
で
す
。」〔
工
・
男
・
二
〇
〇
九
〕
と
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。「
授
業
内

容
は
広
大
の
昔
の
話
が
中
心
だ
っ
た
の
で
、
実
際
自
分
の
生
活
に
関
わ
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
か
ら
」〔
理
・
男
・
二
〇
〇
九
〕
と
の
変
則
的
な
要
望

も
混
じ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
を
汲
み
取
っ
て
可
能
な
限
り
内
容
の
改

善
に
努
め
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
四
回
答
は
そ
の
他
に
分
類
し
た
。

　
「
広
島
大
学
に
関
し
て
の
知
識
は
得
ら
れ
た
が
、
も
と
も
と
大
学
に
対
し
て
、

い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
執
着
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
認
識
が
変
わ

る
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
。
で
も
、
受
講
前
に
比
べ
、
大
学
そ

の
も
の
に
少
し
は
興
味
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。」〔
文
・
女
・
二
〇
一
〇
〕

と
の
感
想
を
寄
せ
る
も
の
も
あ
り
、
認
識
の
変
化
の
有
無
を
問
わ
ず
、
受
講
者
に

大
学
に
対
し
て
関
心
を
抱
か
せ
る
こ
と
は
で
き
た
点
は
、
授
業
提
供
者
と
し
て
救

わ
れ
る
思
い
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

受
講
者
の
広
島
大
学
に
対
す
る
認
識
変
化
を
中
心
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
考

察
し
た
。

　

数
値
評
価
に
お
い
て
は
、マ
イ
ナ
ス
二
か
ら
プ
ラ
ス
二
ま
で
の
五
段
階
評
価
で
、

テ
ー
マ
を
見
て
想
像
し
た
内
容
と
実
際
の
内
容
と
の
関
係
（
期
待
適
応
度
）
に
つ

い
て
は
全
体
平
均
で
〇
・
八
二
、
講
義
内
容
は
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
か
（
興
味

喚
起
度
）
に
つ
い
て
は
同
じ
く
〇
・
八
五
、
機
材
の
使
用
な
ど
講
義
方
法
に
工
夫

を
感
じ
た
か
（
講
義
方
法
の
工
夫
）
に
つ
い
て
は
〇
・
五
三
、
配
付
も
し
く
は
提

示
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
及
び
資
料
に
満
足
で
き
た
か
（
資
料
満
足
度
）
に
つ
い
て
は

〇
・
五
九
、
受
講
し
た
こ
と
で
広
島
大
学
に
対
す
る
認
識
は
変
わ
っ
た
か
（
認
識
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変
化
度
）
に
つ
い
て
は
一
・
一
九
、
他
の
学
生
に
も
こ
の
講
義
を
勧
め
た
い
と
思

う
か
（
推
奨
度
）
に
つ
い
て
は
〇
・
八
七
と
の
評
価
を
得
た
。

　

こ
れ
ら
の
評
価
の
数
値
は
必
ず
し
も
高
い
値
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、
全

項
目
で
見
れ
ば
推
奨
度
が
高
い
こ
と
と
、
前
稿
で
も
述
べ
た
受
講
希
望
者
が
年
々

増
え
て
い
る
こ
と
と
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
受
講
者
の
期
待
に
十
分
に
応
え
ら

れ
て
い
る
も
の
と
判
断
で
き
よ
う
。
恐
ら
く
最
終
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
に
あ
る
、

こ
の
講
義
で
「
良
か
っ
た
こ
と
」「
改
善
す
べ
き
こ
と
」、「
最
も
興
味
深
か
っ
た

講
義
内
容
」、「
理
解
で
き
な
か
っ
た
内
容
」、「
も
っ
と
知
り
た
か
っ
た
こ
と
」
な

ど
の
自
由
記
述
を
更
に
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
そ
の
答
え
は
も
う
少
し
明
確
に
分

か
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
今
回
検
討
し
た
認
識
変
化
度
の
突
出
し
た
高
さ
が
自
校
史
教
育

の
人
気
を
下
支
え
し
て
い
る
と
み
て
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
受
講

し
た
一
、二
三
七
人
の
二
年
生
の
う
ち
の
九
四
・
四
％
が
認
識
が
変
わ
っ
た
と
回
答

し
て
い
る
数
量
的
な
把
握
か
ら
も
、
受
講
者
の
回
答
の
文
面
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
認
識
の
変
化
に
つ
い
て
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」、
あ
る
い
は
「
そ
う
は

思
わ
な
い
」
と
の
回
答
に
着
目
す
れ
ば
、そ
の
理
由
と
し
て
「
同
じ
認
識
だ
っ
た
」

と
の
回
答
が
後
者
ほ
ど
実
数
が
多
く
、
割
合
と
し
て
も
多
い
と
い
う
事
実
が
あ

る
。
受
講
者
自
身
が
受
講
前
に
抱
い
て
い
た
大
学
に
対
す
る
認
識
と
受
講
後
に
確

認
す
る
認
識
と
の
間
に
差
異
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
認
識
変
化
度
が
高
い
と
い
う
こ

と
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
あ
る
程
度
自
校

史
に
関
し
て
事
前
知
識
の
あ
る
受
講
者
に
と
っ
て
は
な
ん
と
い
う
こ
と
も
な
い
基

本
的
な
自
校
史
の
事
実
が
、
大
多
数
の
受
講
者
に
と
っ
て
は
と
て
も
意
外
性
が
高

く
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

す
な
わ
ち
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
受
講
者
は
自
校
に
関
す
る
歴
史
的
事
実
を
知
ら
な

い
し
、
知
ら
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
、
そ
し
て
必
然
的
に
自
校
史
に
対
し
て
興

味
の
抱
き
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
広
島
大
学
に

つ
い
て
の
た
く
さ
ん
の
事
項
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
今
ま
で
自
分
が

広
島
大
学
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
入
学
し
て
か

ら
も
う
一
年
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
が
、
改
め
て
広
島
大
学
に
興
味
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
も
っ
と
自
分
な
り
に
調
べ
た
り
、
ま
た
、
他
の

友
人
に
も
得
る
こ
と
の
で
き
た
知
識
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。」〔
法
・

女
・
二
〇
一
〇
〕
と
い
う
回
答
な
ど
は
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
受
講
者
は
、
単
純
に
そ
の
知
識
が
増
え
る
こ
と
に
対
し
て
興
味
を
抱

い
て
い
る
と
と
も
に
、
よ
り
大
学
や
社
会
を
身
近
に
感
じ
る
た
め
の
き
っ
か
け
を

必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
糸
口
が
自
校
史
教
育
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
役
割
は
大
き
く
重
い
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

注（
１
）
小
宮
山
道
夫
「
大
学
生
の
自
校
史
教
育
受
講
に
対
す
る
期
待
と
需
要
に
関
す
る
考

察
」『
広
島
大
学
文
書
館
紀
要
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
一
年
、
一
〇
四
～
一
二
四

頁
所
収
。
な
お
、
本
稿
で
扱
っ
た
デ
ー
タ
を
含
む
一
〇
年
間
の
記
録
と
し
て
、
広

島
大
学
文
書
館
大
学
史
資
料
室
編
『
広
島
大
学
自
校
史
教
育
実
施
報
告
書��

二
〇
〇
一
～
二
〇
一
〇
』（
上
巻
二
〇
一
一
年
、
下
巻
二
〇
一
二
年
）
を
刊
行
し
て

い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
願
い
た
い
。

（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
一
〇
年
間
基
本
的
に
変
更
は
な
い
が
、
二
〇
〇
一
年
度
の
み

は
設
問
一
（
Ｑ
一
）
と
し
て
受
講
理
由
を
た
ず
ね
て
い
る
。
こ
の
た
め
設
問
番
号
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の
表
記
の
み
は
変
更
し
て
い
る
。

（
３
）
前
稿
に
お
い
て
、「
一
〇
年
間
の
受
講
生
全
一
、八
六
四
人
分
（
再
履
修
の
重
複
者

六
七
人
、
の
べ
一
四
八
人
分
を
含
む
）
の
デ
ー
タ
か
ら
二
年
次
生
一
、五
二
四
人

分
（
同
じ
く
四
人
、
の
べ
八
人
分
お
よ
び
単
位
不
要
ま
た
は
不
履
修
者
一
五
人
分

を
含
む
）
の
デ
ー
タ
」
と
記
載
し
た
が
、
同
姓
同
名
者
の
処
理
に
一
部
誤
り
が
存

在
し
た
。
正
し
く
は
「
一
〇
年
間
の
受
講
手
続
き
者
全
一
、八
六
四
人
分
（
う
ち

二
一
人
は
中
途
に
て
受
講
取
消
の
た
め
受
講
者
総
数
は
一
、八
四
三
人
。
再
履
修

の
重
複
者
六
二
人
、
の
べ
一
四
〇
人
分
を
含
む
）
の
デ
ー
タ
か
ら
二
年
次
生

一
、五
一
八
人
分
（
重
複
者
な
し
）
の
デ
ー
タ
」
と
な
る
。
お
詫
び
し
て
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
た
だ
し
前
掲
「
大
学
生
の
自
校
史
教
育
受
講
に
対
す
る
期
待
と

需
要
に
関
す
る
考
察
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
に
お
い
て
は
当
初
よ
り
受
講
取
消
の

二
一
人
の
デ
ー
タ
は
除
外
し
て
お
り
、
二
年
生
に
限
定
し
て
い
る
た
め
重
複
者
も

デ
ー
タ
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
考
察
内
容
に
変
更
は
な
い
。

（
４
）
ア
ン
ケ
ー
ト
は
最
終
レ
ポ
ー
ト
提
出
後
に
専
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
に
よ
り
回
答
・

回
収
し
た
。

（
５
）
設
問
一
は
正
の
値
を
「
難
し
い
」、負
の
値
を
「
易
し
い
」
と
設
定
し
て
い
る
た
め
、

〇
・
〇
三
は
わ
ず
か
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
央
値
は
〇
で
、
他
の
設

問
の
中
央
値
は
す
べ
て
一
で
あ
る
。

（
６
）
自
由
記
述
の
た
め
回
答
上
の
文
字
情
報
の
み
か
ら
判
断
し
て
筆
者
の
読
解
に
基
づ

き
振
り
分
け
を
行
っ
た
。
極
力
意
味
合
い
を
汲
み
取
る
よ
う
努
め
て
は
い
る
が
、

厳
密
な
意
味
で
受
講
者
の
回
答
の
意
図
を
汲
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
点
は
留
意

願
い
た
い
。
ま
た
、
内
容
に
応
じ
て
他
の
分
類
と
重
複
し
て
計
上
す
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
た
め
各
分
類
の
数
値
を
合
算
し
て
も
回
答
総
数
と
は
一
致
し
な
い
。

（
７
）
二
〇
〇
一
年
度
と
二
〇
〇
二
年
度
の
み
で
あ
る
が
、「
図
書
館
の
歴
史
と
司
書
の

つ
ぶ
や
き

－

蔵
書
三
〇
〇
万
冊
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
狭
間
で

－

」
と
題
し
て
図
書

館
職
員
で
広
島
大
学
五
十
年
史
編
集
委
員
会
幹
事
会
幹
事
（
当
時
）
の
板
垣
護
人

氏
に
よ
る
講
義
内
容
を
提
供
し
て
い
た
。
こ
の
経
験
が
後
に
総
合
科
目
「
広
島
大

学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
の
開
講
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

（
こ
み
や
ま　

み
ち
お
・
広
島
大
学
文
書
館
）


